
内
閣
衆
質
一
五
一
第
四
三
号

平
成
十
三
年
四
月
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

森

喜

朗

衆

議

院

議

長

綿

貫

民

輔

殿

衆
議
院
議
員
佐
藤
謙
一
郎
君
提
出
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
等
外
来
魚
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
三
年
四
月
十
三
日
受
領

答

弁

第

四

三

号



衆
議
院
議
員
佐
藤
謙
一
郎
君
提
出
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
等
外
来
魚
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

外
来
魚
の
中
に
は
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
、
ブ
ル
ー
ギ
ル
等
、
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
条
第
五

項
第
五
号
に
規
定
す
る
第
五
種
共
同
漁
業
に
係
る
漁
業
権
に
基
づ
き
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
等
が
増
殖
し
て
い
る
水
産
動
物

を
捕
食
し
て
い
る
魚
種
が
存
在
す
る
こ
と
及
び
内
水
面
に
お
け
る
漁
獲
量
が
近
年
減
少
傾
向
に
あ
る
と
い
う
事
実
は
把
握
し

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
外
来
魚
（
以
下
「
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
等
」
と
い
う
。
）
に
起
因
す
る
内
水
面
に
お
け
る
漁
獲
量
の
減
少

の
具
体
的
数
値
は
把
握
し
て
い
な
い
。

二
に
つ
い
て

在
来
の
水
産
動
物
に
悪
影
響
を
与
え
る
と
さ
れ
る
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
等
に
つ
い
て
は
、
無
秩
序
な
生
息
域
の
拡
大
を
防
ぐ
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
水
産
資
源
保
護
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
三
百
十
三
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
都
道

府
県
知
事
が
規
則
を
定
め
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
等
の
移
植
を
制
限
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
水
産
庁
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県
等
が
行
う
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
等
の
移
植
制
限
や
駆
除
事
業
、
繁
殖
抑
制
事
業
へ
の

取
組
に
対
し
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一



ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
等
に
つ
い
て
は
、
生
息
数
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
し
つ
つ
、
地
域
に
よ
っ
て
は
第
五
種
共
同
漁

業
の
対
象
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
の
実
態
も
踏
ま
え
、
広
く
関
係
者
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
更
に
有
効
な
管
理
方

策
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

三
に
つ
い
て

環
境
省
に
お
い
て
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
等
は
在
来
の
水
産
動
物
を
捕
食
す
る
等
に
よ
っ
て
、
地
域
固
有
の
生
態
系
に
悪
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
環
境
省
で
は
、
平
成
十
二
年
度
か
ら
二
か
年
の
期
間
で
専
門
家
に
よ
る
野
生
生
物
保
護
対
策
検
討
会
移
入
種

問
題
分
科
会
を
設
置
し
て
、
外
来
魚
に
限
ら
ず
、
野
生
生
物
全
般
の
移
入
種
問
題
へ
の
対
応
方
針
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て

き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
関
係
省
庁
と
も
連
絡
調
整
を
図
り
つ
つ
、
更
に
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
移
植
が
地
域
固
有
の
生
態
系
に
与
え
る
悪
影
響
に
つ
い
て
具
体
的
に
は
承
知
し

て
い
な
い
が
、
一
般
的
に
は
、
増
殖
目
的
で
種
苗
等
を
放
流
す
る
際
に
は
、
地
域
固
有
の
生
態
系
に
配
慮
し
て
行
う
こ
と
が

二



求
め
ら
れ
、
必
要
が
あ
れ
ば
関
係
者
を
指
導
し
て
ま
い
り
た
い
。

三


